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目　次春の廃品回収　４月14日
　集められた紙類は、優に10トンを超える。

暖かい日差しの中で、分別作業にさわやかな汗を

流した。
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傍聴しませんか
次定例会

６月５～７日開催予定

編

　集

　後

　記

　
暖
冬
・
少
雪
と
言
わ
れ
春
が

早
い
と
思
い
き
や
、
気
温
の
低

い
日
が
続
き
足
踏
み
。

　
今
年
の
天
気
は
ど
う
か
と
思

い
、
高
島
暦
を
確
認
。

　
令
和
六
年
は
天
の
水
八
合
・

地
の
水
四
合
と
、
干
支
を
見

る
と
雨
が
多
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
水

不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
雨
が

降
り
水
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
今
年
は
金
多
兵
乱
の
年
。
ゼ

ロ
金
利
解
除
、
株
価
高
値
更

新
、
物
価
高
騰
に
加
え
地
震
頻

発
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
今

年
一
年
い
い
年
に
な
る
と
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
わ
け
ん
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報作りを目指し、

ご意見、ご要望をお待

ちしております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

― お詫びと訂正 ―
　前号よもぎた議会だより
216号３ページで誤りがあ
りましたので、お詫びして
訂正いたします。
正　柿﨑芳四郎（広瀬）
誤　柿﨑芳史郎（瀬辺地）

●３月21日（木）
●議員控室

■出席　議長以下議員全員
　ペーパーレス化とタブレットの操作に
ついて説明を受けました。

●４月19日（金）
●議事堂

■出席　議長以下議員全員
　様々な先進事例を聞き、企業誘致の方
向性について活発に意見交換しました。

■久慈　省悟　議員
　村議会議員として
15年以上在籍し、全
国町村議会議長会か
ら表彰されました。

自治功労者表彰

勉強会①ペーパーレス議会へ向けた研修会

勉強会②企業との意見交換会



【
令
和
６
年
度
施
政
方
針
】

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流

行
へ
の
対
応

　
社
会
経
済
活
動
が
以
前
の
状
況

に
戻
っ
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、

国
・
県
の
指
示
に
従
い
、
３
密
回

避
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
感
染

予
防
対
策
を
進
め
て
い
く
。

２
．
地
球
温
暖
化
に
よ
る
農
林
水

産
業
や
日
常
生
活
へ
の
影
響

　
令
和
５
年
夏
の
猛
暑
の
影
響

で
、
本
村
の
場
合
、
次
年
産
の
ホ

タ
テ
の
稚
貝
の
確
保
が
50
％
程
度

に
な
る
可
能
性
を
懸
念
し
て
い

る
。
次
年
産
以
降
の
稚
貝
確
保
の

た
め
、
青
森
県
、
県
漁
連
、
漁
協

が
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
連
携

し
て
援
助
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
年
も
猛
暑
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
施

設
へ
エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
。

３
．
諸
物
価
高
騰
と
事
業
者
及

び
村
民
生
活
維
持
対
策

　
国
・
県
そ
の
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
村
民
の
命
と
健

康
、
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
村
の
経
済
を
支
え
て
い
る
事

業
者
へ
の
支
援
を
適
時
・
的
確
に

実
施
し
て
い
く
。

４
．
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

対
策

　
こ
こ
４
年
間
で
本
村
の
出
生
数

が
急
減
し
て
い
る
。
本
村
で
は
現

在
、
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
に
よ

り
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
特
色
あ
る
政
策
を
展
開
し

て
成
果
を
上
げ
て
い
る
自
治
体
を

参
考
に
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
独
自
の
政
策
を
積
極
的
に

進
め
る
べ
く
予
算
化
し
て
い
る
。

５
．
役
場
庁
舎
建
設
事
業

　
新
年
度
予
算
で
は
、
庁
舎
建
設

工
事
費
や
省
エ
ネ
対
策
事
業
費
、

備
品
（
什
器
）
購
入
費
の
ほ
か

に
、
庁
内
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
策

費
、
周
辺
道
路
と
排
水
路
の
整
備

な
ど
庁
舎
建
設
に
伴
う
関
連
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。

６
．
産
業
振
興
方
策

　
転
作
田
の
「
畑
地
化
」
政
策
が

打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
家

の
希
望
を
と
り
、
令
和
５
年
度
か

ら
「
畑
地
化
促
進
事
業
」
を
推
進

し
て
い
る
。
今
後
、
畑
地
化
推
進

事
業
と
並
行
し
て
産
地
交
付
金
制

度
を
活
用
し
て
高
収
益
作
物
や
一

般
野
菜
栽
培
へ
の
転
換
を
進
め
て

い
く
。

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新

を
決
定
し
た
。
概
算
事
業
費
が
８

億
円
を
超
え
る
予
定
で
、
財
源
確

保
が
非
常
に
難
し
い
事
業
で
あ

る
。
庁
舎
建
設
事
業
等
の
大
型
事

業
と
の
関
係
か
ら
財
源
捻
出
の
た

め
事
業
延
期
も
含
め
て
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
農
業
・
水
産
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
人
づ
く
り

の
支
援
と
共
に
生
産
現
場
を
高
度

化
し
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

７
．
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

　
第
４
分
団
の
可
搬
式
ポ
ン
プ
積

載
車
の
更
新
並
び
に
第
５
分
団
屯

所
改
修
工
事
を
行
う
予
定
。
災
害

に
対
す
る
施
設
・
備
品
整
備
を
行

い
、
住
民
の
災
害
に
対
す
る
心
構

え
を
醸
成
す
る
た
め
避
難
訓
練
を

実
施
予
定
。

歳　入

歳　出

会　計　区　分

10億8,455万円

3,826万円

4億8,375万円

4億7,208万円

9,046万円

26.7％増

2.3％増

3.7％減

2.3％増

予　算　額 前年度比

一　般　会　計 49億7,400万円 200.4％増

1億　491万円 9.6％増

特　別　会　計

衛生費
2億3,878万円

4.8％

衛生費
2億3,878万円

4.8％

教育費
4億1,113万円

8.3％

教育費
4億1,113万円

8.3％

災害復旧費　800万円　0.2％災害復旧費　800万円　0.2％

消防費
2億1,461万円　4.3％

消防費
2億1,461万円　4.3％

土木費
2億8,209万円　5.7％

土木費
2億8,209万円　5.7％

農林水産業費
8億1,200万円

16.3％

農林水産業費
8億1,200万円

16.3％ 民生費
5億7,321万円

11.5％

民生費
5億7,321万円

11.5％

総務費
21億3,612万円

42.9％

総務費
21億3,612万円

42.9％

議会費
5,697万円　1.1％

議会費
5,697万円　1.1％

国からの交付金
3億3,787万円　6.8％

国からの交付金
3億3,787万円　6.8％

県からの交付金
1億8,526万円　3.7％

県からの交付金
1億8,526万円　3.7％

繰入金
12億7,324万円　25.6％

繰入金
12億7,324万円　25.6％

地方交付税
11億9,000万円

23.9％

地方交付税
11億9,000万円

23.9％

学 校 給 食 セ ン タ ー

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

①

②

③

④

　　公営企業会計　　　　

簡 易 水 道 事 業

予備費　1,000万円　0.2％予備費　1,000万円　0.2％

公債費（借金）　2億1,160万円　4.3％公債費（借金）　2億1,160万円　4.3％

村民からの税金
2億7,207万円　5.5％

村民からの税金
2億7,207万円　5.5％

その他
1億423万円　2.1％

その他
1億423万円　2.1％

諸収入など
1億7,953万円　3.6％

諸収入など
1億7,953万円　3.6％

村債
14億3,180万円

28.8％

村債
14億3,180万円

28.8％

　令和６年第１回定例会は、３月５日から８日までの４日間の会期で開催

されました。今定例会では、令和６年度一般会計予算をはじめとする新年

度関連の議案や人事案件など25件を審議し、全て承認、可決しました。

商工費
1,949万円　0.4％

商工費
1,949万円　0.4％

令和６年度一般会計予算

49億7,400万円の過去最大予算

会計別予算状況

久慈修一村長

３月

定例会

３/13　新庁舎建設工事安全祈願祭

明るく、ゆたかで、住みよい村へ

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 
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8.3％

教育費
4億1,113万円

8.3％

災害復旧費　800万円　0.2％災害復旧費　800万円　0.2％

消防費
2億1,461万円　4.3％

消防費
2億1,461万円　4.3％

土木費
2億8,209万円　5.7％

土木費
2億8,209万円　5.7％

農林水産業費
8億1,200万円

16.3％

農林水産業費
8億1,200万円

16.3％ 民生費
5億7,321万円

11.5％

民生費
5億7,321万円

11.5％

総務費
21億3,612万円

42.9％

総務費
21億3,612万円

42.9％

議会費
5,697万円　1.1％

議会費
5,697万円　1.1％

国からの交付金
3億3,787万円　6.8％

国からの交付金
3億3,787万円　6.8％

県からの交付金
1億8,526万円　3.7％

県からの交付金
1億8,526万円　3.7％

繰入金
12億7,324万円　25.6％

繰入金
12億7,324万円　25.6％

地方交付税
11億9,000万円

23.9％

地方交付税
11億9,000万円

23.9％

学 校 給 食 セ ン タ ー

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

①

②

③

④

　　公営企業会計　　　　

簡 易 水 道 事 業

予備費　1,000万円　0.2％予備費　1,000万円　0.2％

公債費（借金）　2億1,160万円　4.3％公債費（借金）　2億1,160万円　4.3％

村民からの税金
2億7,207万円　5.5％

村民からの税金
2億7,207万円　5.5％

その他
1億423万円　2.1％

その他
1億423万円　2.1％

諸収入など
1億7,953万円　3.6％

諸収入など
1億7,953万円　3.6％

村債
14億3,180万円

28.8％

村債
14億3,180万円

28.8％

　令和６年第１回定例会は、３月５日から８日までの４日間の会期で開催

されました。今定例会では、令和６年度一般会計予算をはじめとする新年

度関連の議案や人事案件など25件を審議し、全て承認、可決しました。

商工費
1,949万円　0.4％

商工費
1,949万円　0.4％

令和６年度一般会計予算

49億7,400万円の過去最大予算

会計別予算状況

久慈修一村長

３月

定例会

３/13　新庁舎建設工事安全祈願祭

明るく、ゆたかで、住みよい村へ
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新 しい事 業令 和 ６年度の

役場新庁舎建設関連

　　　　17億3,177万円

　そのうち

　・建物建設や設備、

　　機器のための事業

　　　　　　 15億5,621万円

　・情報、業務などを活用

　　するための事業

　　　　　　 １億7,556万円

・帯状疱疹ワクチン　接種費用半額助成　　　　　　　　　　　　　　　 346万円

・高校入学祝い金　10万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 210万円

・出産祝い金　第１子　　　　　10万円

　　　　　　　第２子　　　　　20万円

　　　　　　　第３子以降　　　30万円　　　　　　　　　　　　　　　 300万円

・保育園３歳以上の副食費、

　３歳未満の保育料負担額325万円（見込み額）を無料

・小・中学校エアコン設置工事　　　　　　　　　　　　　　　　 １億4,020万円

行　　　　政

子ども・教育

健　　　　康

３月28日　杭打ち工事

・旧ライスセンター機器設

　備製造工事、工事に係る

　製造等請負管理料

　　　　　 　　2,000万円

・旧ライスセンター屋根・

　外壁ほか修繕工事の

　設計業務委託料

　　　　　 ５億2,265万円

産　　　　業

・広瀬自治会

　ごみステーション７基更新

　　　　　　　　　 225万円

・14トン級除雪ドーザ購入

　　　　　　　　 3,872万円

暮　 ら　 し

・第５分団屯所改修工事

　　　　　　　　 5,879万円

・第７分団消防用可搬ポンプ

　第４分団小型動力ポンプ

　積載車購入

　　　　　　　　 1,722万円

消　　　　防

蓬田村総合計画に基づき、分団の屯所の改修工事や
消防自動車の入れ替えを順番に行う
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国
保
税
な
ど
、
毎
年
滞
納
が

問
題
に
な
る
ほ
ど
多
い
。

　
住
民
に
負
担
を
課
す
税
金
を

低
く
し
て
、
住
み
や
す
い
村
に

す
べ
き
だ
。

　
実
質
賃
金
も
上
が
ら
ず
、
米

の
価
格
も
生
産
費
を
下
回
り
、

ホ
タ
テ
産
業
も
福
島
原
発
処

理
水
の
た
め
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
。

　
政
府
は
消
費
税
を
増
税
し
た

が
、
社
会
保
障
関
連
を
緩
和
す

る
た
め
、
財
源
は
基
金
を
も
っ

と
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
。

（
森
委
員
）
今
ま
で

使
っ
て
い
た
ド
ー
ザ

は
何
に
使
う
の
か
。

　
今
回
購
入
で
は
、
同
程
度
の

も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

　
夏
タ
イ
ヤ
と
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

の
中
間
の
Ｗ
Ｅ
Ｔ
タ
イ
ヤ
の
購

入
を
検
討
を
で
き
な
い
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

今
ま
で
の
も
の
は
、

老
朽
化
の
た
め
、
路
線
用
の
除

雪
か
ら
外
す
。

　新
庁
舎
駐
車
場
等
は
除
雪
面

積
が
大
分
広
が
る
の
で
、
庁
舎

や
ほ
か
の
施
設
等
の
除
雪
に
使

い
た
い
。

　ク
ラ
ス
と
し
て
は
、
今
の

も
の
が
13
ト
ン
級
、
今
度
購
入

す
る
の
は
14
ト
ン
級
を
買
う

予
定
。

　タ
イ
ヤ
は
、
業
者
に
確
認

す
る
。

（
坂
本
委
員
）
新
庁

舎
完
成
後
、
中
央
公
民

館
を
解
体
す
る
話
は
事
実
か
。

（
森
教
育
課
班
長
）

現
在
は
、
主
に
夢
の

里
が
使
用
し
て
い
る
が
、
令
和

７
年
３
月
で
立
ち
退
き
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　移
転
す
れ
ば
取
り
壊
し
も
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
解
体

は
正
式
に
決
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

（
久
慈
村
長
）
今
の

庁
舎
は
耐
震
性
も
な

く
、
津
波
浸
水
区
域
で
も
あ
る

の
で
、
庁
舎
を
解
体
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
決
め
て
い
る
。
中
央
公

民
館
も
浸
水
区
域
に
入
り
、
大

分
傷
ん
で
い
る
の
で
、
解
体
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
坂
本
委
員
）
２
億

４
、
８
０
０
万
円
借
金

が
残
っ
て
い
る
が
、
繰
上
償
還

は
考
え
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
繰
上

償
還
は
、
打
合
せ
を

し
て
許
可
が
出
れ
ば
、
償
還
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
償
還

が
終
わ
る
の
は
、
今

年
を
除
い
て
あ
と
７
年
。
利
息

を
計
算
し
た
ら
１
、
３
３
４
万

円
。
繰
上
償
還
を
す
る
と
１
、

３
０
０
万
円
が
儲
か
る
。
４
年

先
に
償
還
し
て
も
、
利
息
が

１
、
０
０
０
万
円
も
い
か
な

い
。
や
る
の
で
あ
れ
ば
今
が
一

番
い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
村
長
）
利
息
は
多

分
、
固
定
比
率
で
、

安
い
比
率
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
利
息
が
安
く
な
っ

て
い
く
の
で
、
続
け
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
う
。

（
乳
井
委
員
）
密
漁

監

視

の

た

め

の

ド

ロ
ー
ン
の
免
許
は
、
対
象
は
漁

業
者
の
み
か
。
ド
ロ
ー
ン
本
体

の
導
入
に
伴
う
助
成
や
補
助
金

は
な
い
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

漁
業
者
に
限
ら
ず
、

村
内
に
事
業
所
が
あ
る
団
体

や
、
村
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
る
も
の
が
対
象
と

な
る
。

　本
体
導
入
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て

い
な
い
。

（
坂
本
委
員
）
新
し

い
庁
舎
の
地
熱
を
利

用
す
る
事
業
だ
が
、
地
熱
は
冷

暖
房
に
使
え
る
の
か
。
灯
油
等

は
必
要
な
い
の
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

地

中

熱

利

用

設

備

は
、
地
中
熱
を
活
用
し
た
庁
舎

の
冷
暖
房
に
利
用
す
る
も
の
で

あ
る
。
灯
油
等
は
使
わ
な
い
。

（
川
﨑
委
員
）
今
年

度

の

推

移

と

、

各

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
割
合
は
ど

の
く
ら
い
か
。

（
総
務
課
長
）
役
場

１
０
８
万
円
、
さ
と

ふ
る
７
、
７
８
６
万
円
、
楽
天

７
７
１
万
、
合
計
８
、
６
５
５

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ
端
末
は
何
台

で
、
リ
ー
ス
か
、
買
取
か
。

（
総
務
課
長
）
端
末

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
、
75
台
を
買
取
り
す
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
今
ま

で
リ
ー
ス
だ
っ
た
が
、

買
取
り
に
な
る
理
由
は
。

（
総
務
課
長
）
価
格

が
安
い
た
め
で
あ
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
考
え
れ

ば
、
リ
ー
ス
の
ほ
う
が
経
費
節

約
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
今
は

あ
ま
り
故
障
す
る
率

が
高
く
な
い
た
め
、
買
取
り
で

検
討
し
た
。（

柿
﨑
委
員
）
現
在

庁
舎
で
使
っ
て
い
る

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
活
用

し
た
い
。
自
治
会
で
も
ら
う
こ

と
は
可
能
か
。

（
総
務
課
長
）
自
治

会
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

（
柿
﨑
委
員
）
50
歳

以
上
が
助
成
対
象
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
医
療
機

関
の
指
定
は
あ
る
の
か
。

　
事
前
に
申
請
書
を
も
ら
っ
て

か
ら
病
院
に
行
く
の
か
。

（
高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
医
療
機
関
の
指

定
は
な
い
。

　申
請
は
、
接
種
を
受
け
て
か

ら
領
収
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
、
償
還
払
い
の
方
向
で
考
え

て
い
る
。

（
川
﨑
委
員
）
３
歳

未
満
と
３
歳
以
上
の

保
育
料
が
無
料
と
い
う
こ
と
だ

が
、
所
得
制
限
な
ど
無
く
、
全

部
無
料
に
な
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

本
来
で
あ
れ
ば
３
歳

未
満
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
育

料
が
発
生
す
る
が
、
発
生
す
る

保
育
料
全
て
、
全
員
が
無
料
に

な
る
。

　３
歳
か
ら
５
歳
児
は
既
に
保

育
料
が
無
料
で
、
副
食
費
が
取

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
副
食
費

も
全
員
無
料
と
す
る
予
定
。

（
坂
本
委
員
）
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

の
稲
刈
り
に
使
用
で
き
る
か
。

（
高
田
産
業
振
興
課

長
）
令
和
６
年
度
の

稼
働
は
現
状
の
ま
ま
、
７
年
度

は
、
機
械
の
入
れ
替
え
な
ど
の

更
新
が
終
わ
っ
た
後
稼
働
す
る

予
定
。

　い
ず
れ
も
、
利
用
者
に
影
響

が
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

給食費無料化、学校にエアコ
ン、ライスセンター工事着手
については評価する
　　　　　　　　　坂本　豊

　
３
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
会

し
ま
し
た
。（
委
員
長 

吉
田
　
勉
・
副
委
員
長 

乳
井
厳
公
）

　
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
４
特
別
会
計
予
算
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

反対討論

61億6,346万円の
全会計予算を審議

ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）端末は75台に

主

　な

　質

　疑

予算特別委員会

役場庁舎は築53年、中央公民館は築49年

昨年10月の体験会で紹介されたドローン

二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
金

　
　
　

旧
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

設
備
等
更
新
工
事
費

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金

　
　
　

新
庁
舎
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ

端
末
購
入
費

　
　
　

施
設
型
給
付
費
等

負
担
金

　
　
　
　

新
庁
舎

　
　

備
品
購
入
費

無
人
航
空
機
操
縦

資
格
取
得
補
助
金

除
雪
ド
ー
ザ
購
入

中
央
公
民
館
は

解
体
す
る
の
か

簡
易
水
道
事
業

会
計

　企
業
債

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



　
国
保
税
な
ど
、
毎
年
滞
納
が

問
題
に
な
る
ほ
ど
多
い
。

　
住
民
に
負
担
を
課
す
税
金
を

低
く
し
て
、
住
み
や
す
い
村
に

す
べ
き
だ
。

　
実
質
賃
金
も
上
が
ら
ず
、
米

の
価
格
も
生
産
費
を
下
回
り
、

ホ
タ
テ
産
業
も
福
島
原
発
処

理
水
の
た
め
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
。

　
政
府
は
消
費
税
を
増
税
し
た

が
、
社
会
保
障
関
連
を
緩
和
す

る
た
め
、
財
源
は
基
金
を
も
っ

と
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
だ
。

（
森
委
員
）
今
ま
で

使
っ
て
い
た
ド
ー
ザ

は
何
に
使
う
の
か
。

　
今
回
購
入
で
は
、
同
程
度
の

も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

　
夏
タ
イ
ヤ
と
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

の
中
間
の
Ｗ
Ｅ
Ｔ
タ
イ
ヤ
の
購

入
を
検
討
を
で
き
な
い
か
。

（
髙
田
建
設
課
長
）

今
ま
で
の
も
の
は
、

老
朽
化
の
た
め
、
路
線
用
の
除

雪
か
ら
外
す
。

　新
庁
舎
駐
車
場
等
は
除
雪
面

積
が
大
分
広
が
る
の
で
、
庁
舎

や
ほ
か
の
施
設
等
の
除
雪
に
使

い
た
い
。

　ク
ラ
ス
と
し
て
は
、
今
の

も
の
が
13
ト
ン
級
、
今
度
購
入

す
る
の
は
14
ト
ン
級
を
買
う

予
定
。

　タ
イ
ヤ
は
、
業
者
に
確
認

す
る
。

（
坂
本
委
員
）
新
庁

舎
完
成
後
、
中
央
公
民

館
を
解
体
す
る
話
は
事
実
か
。

（
森
教
育
課
班
長
）

現
在
は
、
主
に
夢
の

里
が
使
用
し
て
い
る
が
、
令
和

７
年
３
月
で
立
ち
退
き
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　移
転
す
れ
ば
取
り
壊
し
も
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
解
体

は
正
式
に
決
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

（
久
慈
村
長
）
今
の

庁
舎
は
耐
震
性
も
な

く
、
津
波
浸
水
区
域
で
も
あ
る

の
で
、
庁
舎
を
解
体
す
る
こ
と

は
ほ
ぼ
決
め
て
い
る
。
中
央
公

民
館
も
浸
水
区
域
に
入
り
、
大

分
傷
ん
で
い
る
の
で
、
解
体
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
坂
本
委
員
）
２
億

４
、
８
０
０
万
円
借
金

が
残
っ
て
い
る
が
、
繰
上
償
還

は
考
え
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
繰
上

償
還
は
、
打
合
せ
を

し
て
許
可
が
出
れ
ば
、
償
還
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
坂
本
委
員
）
償
還

が
終
わ
る
の
は
、
今

年
を
除
い
て
あ
と
７
年
。
利
息

を
計
算
し
た
ら
１
、
３
３
４
万

円
。
繰
上
償
還
を
す
る
と
１
、

３
０
０
万
円
が
儲
か
る
。
４
年

先
に
償
還
し
て
も
、
利
息
が

１
、
０
０
０
万
円
も
い
か
な

い
。
や
る
の
で
あ
れ
ば
今
が
一

番
い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
村
長
）
利
息
は
多

分
、
固
定
比
率
で
、

安
い
比
率
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
利
息
が
安
く
な
っ

て
い
く
の
で
、
続
け
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
う
。

（
乳
井
委
員
）
密
漁

監

視

の

た

め

の

ド

ロ
ー
ン
の
免
許
は
、
対
象
は
漁

業
者
の
み
か
。
ド
ロ
ー
ン
本
体

の
導
入
に
伴
う
助
成
や
補
助
金

は
な
い
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

漁
業
者
に
限
ら
ず
、

村
内
に
事
業
所
が
あ
る
団
体

や
、
村
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
る
も
の
が
対
象
と

な
る
。

　本
体
導
入
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て

い
な
い
。

（
坂
本
委
員
）
新
し

い
庁
舎
の
地
熱
を
利

用
す
る
事
業
だ
が
、
地
熱
は
冷

暖
房
に
使
え
る
の
か
。
灯
油
等

は
必
要
な
い
の
か
。

（
稲
葉
総
務
課
長
）

地

中

熱

利

用

設

備

は
、
地
中
熱
を
活
用
し
た
庁
舎

の
冷
暖
房
に
利
用
す
る
も
の
で

あ
る
。
灯
油
等
は
使
わ
な
い
。

（
川
﨑
委
員
）
今
年

度

の

推

移

と

、

各

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
割
合
は
ど

の
く
ら
い
か
。

（
総
務
課
長
）
役
場

１
０
８
万
円
、
さ
と

ふ
る
７
、
７
８
６
万
円
、
楽
天

７
７
１
万
、
合
計
８
、
６
５
５

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
Ｌ
Ｇ

Ｗ
Ａ
Ｎ
端
末
は
何
台

で
、
リ
ー
ス
か
、
買
取
か
。

（
総
務
課
長
）
端
末

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
、
75
台
を
買
取
り
す
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
今
ま

で
リ
ー
ス
だ
っ
た
が
、

買
取
り
に
な
る
理
由
は
。

（
総
務
課
長
）
価
格

が
安
い
た
め
で
あ
る
。

（
柿
﨑
委
員
）
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
考
え
れ

ば
、
リ
ー
ス
の
ほ
う
が
経
費
節

約
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
今
は

あ
ま
り
故
障
す
る
率

が
高
く
な
い
た
め
、
買
取
り
で

検
討
し
た
。（

柿
﨑
委
員
）
現
在

庁
舎
で
使
っ
て
い
る

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
活
用

し
た
い
。
自
治
会
で
も
ら
う
こ

と
は
可
能
か
。

（
総
務
課
長
）
自
治

会
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

（
柿
﨑
委
員
）
50
歳

以
上
が
助
成
対
象
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
医
療
機

関
の
指
定
は
あ
る
の
か
。

　
事
前
に
申
請
書
を
も
ら
っ
て

か
ら
病
院
に
行
く
の
か
。

（
高
谷
健
康
福
祉
課

長
）
医
療
機
関
の
指

定
は
な
い
。

　申
請
は
、
接
種
を
受
け
て
か

ら
領
収
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
、
償
還
払
い
の
方
向
で
考
え

て
い
る
。

（
川
﨑
委
員
）
３
歳

未
満
と
３
歳
以
上
の

保
育
料
が
無
料
と
い
う
こ
と
だ

が
、
所
得
制
限
な
ど
無
く
、
全

部
無
料
に
な
る
の
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）

本
来
で
あ
れ
ば
３
歳

未
満
は
、
所
得
に
応
じ
て
保
育

料
が
発
生
す
る
が
、
発
生
す
る

保
育
料
全
て
、
全
員
が
無
料
に

な
る
。

　３
歳
か
ら
５
歳
児
は
既
に
保

育
料
が
無
料
で
、
副
食
費
が
取

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
副
食
費

も
全
員
無
料
と
す
る
予
定
。

（
坂
本
委
員
）
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

の
稲
刈
り
に
使
用
で
き
る
か
。

（
高
田
産
業
振
興
課

長
）
令
和
６
年
度
の

稼
働
は
現
状
の
ま
ま
、
７
年
度

は
、
機
械
の
入
れ
替
え
な
ど
の

更
新
が
終
わ
っ
た
後
稼
働
す
る

予
定
。

　い
ず
れ
も
、
利
用
者
に
影
響

が
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

給食費無料化、学校にエアコ
ン、ライスセンター工事着手
については評価する
　　　　　　　　　坂本　豊

　
３
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
会

し
ま
し
た
。（
委
員
長 

吉
田
　
勉
・
副
委
員
長 

乳
井
厳
公
）

　
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
４
特
別
会
計
予
算
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

反対討論

61億6,346万円の
全会計予算を審議

ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）端末は75台に

主

　な

　質

　疑

予算特別委員会

役場庁舎は築53年、中央公民館は築49年

昨年10月の体験会で紹介されたドローン

二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
金

　
　
　

旧
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

設
備
等
更
新
工
事
費

ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金

　
　
　

新
庁
舎
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ

端
末
購
入
費

　
　
　

施
設
型
給
付
費
等

負
担
金

　
　
　
　

新
庁
舎

　
　

備
品
購
入
費

無
人
航
空
機
操
縦

資
格
取
得
補
助
金

除
雪
ド
ー
ザ
購
入

中
央
公
民
館
は

解
体
す
る
の
か

簡
易
水
道
事
業

会
計

　企
業
債

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問
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全
条
例
案
が
可
決
し
ま
し
た
。（
全
議
案
の
審
議
結
果
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
蓬
田
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
第
９
期
介
護
保
険
料
を
表
の
と
お
り
改
正
し
た
。
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
る
。

●
蓬
田
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
危
険
な
作
業
に
あ
た
る
職
員

に
つ
い
て
、
特
殊
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
る
。

●
蓬
田
村
子
育
て
世
帯
出
産
祝

金
支
給
条
例

●
財
産
取
得
の
件

　
青
森
農
協
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
村
が
取
得
す
る
こ
と
に

つ
い
て
可
決
し
た
。

一
般
会
計

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

４
５
５
万
円
減

　
令
和
５
年
度
寄
付
額
が
８
、５

２
６
万
円
に
確
定
し
た
た
め
。

・
経
営
・
雇
用
安
定
化
支
援

基
金

１
、２
０
０
万
円

　
蓬
田
紳
装
へ
の
支
援
金
と
し

て
計
上
。

・
ホ
タ
テ
親
貝
確
保
対
策
事
業

支
援
交
付
金

３
０
０
万
円

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
購

入
費

１
、５
３
８
万
円
減
額

　
物
資
不
足
に
よ
る
入
札
辞
退

が
あ
り
、
購
入
に
至
ら
な
か
っ

た
た
め
。

　
令
和
６
年
度
予
算
で
再
度
計

上
す
る
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

■
資
料
配
布

●
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人

へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
　
（
行
橋
市
議
会
議
員

小
坪
　
慎
也
）

●
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

行
為
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳

情　
　
（
青
森
を
明
る
く
す
る
会

代
表
　
出
町
　
弘
美
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

報告

報告

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

６：１

６：１

７：０

７：０

令和５年度蓬田村一般会計補正予算（第９号）の専決処分

蓬田村手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分

蓬田村監査委員に関する条例の一部改正

蓬田村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・

子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正

蓬田村介護保険条例の一部改正

蓬田村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村職員の特殊勤務手当に関する条例の制定

蓬田村犯罪被害者等支援条例の制定

蓬田村子育て世帯出産祝金支給条例の制定

財産取得の件

蓬田村公の施設の指定管理者の指定

蓬田村道路線の変更の件

蓬田村一般会計補正予算（第10号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）

蓬田村一般会計予算

蓬田村学校給食センター特別会計予算

蓬田村国民健康保険特別会計予算

蓬田村介護保険特別会計予算

蓬田村後期高齢者医療特別会計予算

蓬田村簡易水道事業会計予算

蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

賛成：反対名　　　　　称 結果

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

会 計 名

1万円

528万円

補正金額

一 般 会 計

生活保護被保護者、村民税非課税世帯で老齢福祉年金
受給者、村民税非課税世帯で年金収入等80万円以下

年金収入等80万円超120万円以下

年金収入等120万円超

年金収入等80万円以下

年金収入等80万円超

合計所得金額120万円未満

合計所得金額120万円以上210万円未満

合計所得金額210万円以上320万円未満

合計所得金額320万円以上420万円未満

合計所得金額420万円以上520万円未満

合計所得金額520万円以上620万円未満

合計所得金額620万円以上720万円未満

合計所得金額720万円以上

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

0.455
（0.285）

3,094円
（1,938円）

37,128円
（23,256円）

0.685
（0.485）

4,658円
（3,298円）

55,896円
（39,576円）

0.69
（0.685）

4,692円
（4,658円）

56,304円
（55,896円）

0.9

1

1.2

1.3

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.4

6,120円

6,800円

8,160円

8,840円

10,200円

11,560円

12,920円

14,280円

15,640円

16,320円

73,440円

81,600円

97,920円

106,080円

122,400円

138,720円

155,040円

171,360円

187,680円

195,840円

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

所得段階 対象区分
基準額に

対する割合
月額 年額

第９期（令和６年度～令和８年度）
基準額6,800円（月額）

1,237万円

4億7,561万円

9,885万円

（千円単位四捨五入）

予算総額

27億5,942万円

特 別 会 計

国民健康保険

簡易水道事業

本
人
が
村
民
税
非
課
税
者

本
人
が
村
民
税
課
税
者

世
帯
員
全
員
が

村
民
税
非
課
税
者

世
帯
の
中
に
村
民

税
課
税
者
が
い
る

※第１段階、第２段階、第
３段階については、低所
得者の保険料軽減強化に
より、下段の割合・保険
料となっている。

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
制
定

財

産

取

得

主
な
補
正
予
算

一目でわかる審議結果〈３月定例会〉

陳

　
　
　
　情

人

事

案

件
佐井靖子さん
（広瀬）

介護保険料改正、負担額はおおむね減額 定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



　
全
条
例
案
が
可
決
し
ま
し
た
。（
全
議
案
の
審
議
結
果
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

●
蓬
田
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
第
９
期
介
護
保
険
料
を
表
の
と
お
り
改
正
し
た
。
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
る
。

●
蓬
田
村
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
危
険
な
作
業
に
あ
た
る
職
員

に
つ
い
て
、
特
殊
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
る
。

●
蓬
田
村
子
育
て
世
帯
出
産
祝

金
支
給
条
例

●
財
産
取
得
の
件

　
青
森
農
協
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
村
が
取
得
す
る
こ
と
に

つ
い
て
可
決
し
た
。

一
般
会
計

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

４
５
５
万
円
減

　
令
和
５
年
度
寄
付
額
が
８
、５

２
６
万
円
に
確
定
し
た
た
め
。

・
経
営
・
雇
用
安
定
化
支
援

基
金

１
、２
０
０
万
円

　
蓬
田
紳
装
へ
の
支
援
金
と
し

て
計
上
。

・
ホ
タ
テ
親
貝
確
保
対
策
事
業

支
援
交
付
金

３
０
０
万
円

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
購

入
費

１
、５
３
８
万
円
減
額

　
物
資
不
足
に
よ
る
入
札
辞
退

が
あ
り
、
購
入
に
至
ら
な
か
っ

た
た
め
。

　
令
和
６
年
度
予
算
で
再
度
計

上
す
る
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

■
資
料
配
布

●
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人

へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
　
（
行
橋
市
議
会
議
員

小
坪
　
慎
也
）

●
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

行
為
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳

情　
　
（
青
森
を
明
る
く
す
る
会

代
表
　
出
町
　
弘
美
）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

報告

報告

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

７：０

６：１

７：０

６：１

６：１

６：１

７：０

７：０

令和５年度蓬田村一般会計補正予算（第９号）の専決処分

蓬田村手数料徴収条例の一部を改正する条例の専決処分

蓬田村監査委員に関する条例の一部改正

蓬田村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・

子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正

蓬田村介護保険条例の一部改正

蓬田村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部改正

蓬田村職員の特殊勤務手当に関する条例の制定

蓬田村犯罪被害者等支援条例の制定

蓬田村子育て世帯出産祝金支給条例の制定

財産取得の件

蓬田村公の施設の指定管理者の指定

蓬田村道路線の変更の件

蓬田村一般会計補正予算（第10号）

蓬田村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

蓬田村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）

蓬田村一般会計予算

蓬田村学校給食センター特別会計予算

蓬田村国民健康保険特別会計予算

蓬田村介護保険特別会計予算

蓬田村後期高齢者医療特別会計予算

蓬田村簡易水道事業会計予算

蓬田村教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

賛成：反対名　　　　　称 結果

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

会 計 名

1万円

528万円

補正金額

一 般 会 計

生活保護被保護者、村民税非課税世帯で老齢福祉年金
受給者、村民税非課税世帯で年金収入等80万円以下

年金収入等80万円超120万円以下

年金収入等120万円超

年金収入等80万円以下

年金収入等80万円超

合計所得金額120万円未満

合計所得金額120万円以上210万円未満

合計所得金額210万円以上320万円未満

合計所得金額320万円以上420万円未満

合計所得金額420万円以上520万円未満

合計所得金額520万円以上620万円未満

合計所得金額620万円以上720万円未満

合計所得金額720万円以上

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

0.455
（0.285）

3,094円
（1,938円）

37,128円
（23,256円）

0.685
（0.485）

4,658円
（3,298円）

55,896円
（39,576円）

0.69
（0.685）

4,692円
（4,658円）

56,304円
（55,896円）

0.9

1

1.2

1.3

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.4

6,120円

6,800円

8,160円

8,840円

10,200円

11,560円

12,920円

14,280円

15,640円

16,320円

73,440円

81,600円

97,920円

106,080円

122,400円

138,720円

155,040円

171,360円

187,680円

195,840円

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

所得段階 対象区分
基準額に

対する割合
月額 年額

第９期（令和６年度～令和８年度）
基準額6,800円（月額）

1,237万円

4億7,561万円

9,885万円

（千円単位四捨五入）

予算総額

27億5,942万円

特 別 会 計

国民健康保険

簡易水道事業

本
人
が
村
民
税
非
課
税
者

本
人
が
村
民
税
課
税
者

世
帯
員
全
員
が

村
民
税
非
課
税
者

世
帯
の
中
に
村
民

税
課
税
者
が
い
る

※第１段階、第２段階、第
３段階については、低所
得者の保険料軽減強化に
より、下段の割合・保険
料となっている。

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
制
定

財

産

取

得

主
な
補
正
予
算

一目でわかる審議結果〈３月定例会〉

陳

　
　
　
　情

人

事

案

件
佐井靖子さん
（広瀬）

介護保険料改正、負担額はおおむね減額 定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



川﨑憲二の一般質問
かわ さき けん じ

令
和
６
年
度
畑
地
化

促
進
事
業
の
要
望
は

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

（
高
田
一
憲
産
業
振

興
課
長
）
令
和
６
年

２
月
に
要
望
調
査
を
実
施
し

た
。
要
望
者
数
43
名
、
高
収
益

作
物
が
１
１
８
ア
ー
ル
、
そ
の

他
作
物
５
、
６
６
４
ア
ー
ル
、

合
計
で
５
、
７
８
２
ア
ー
ル

だ
っ
た
。

国

で

昨

年

度

か

ら

や
っ
て
い
る
畑
地
化

促
進
事
業
だ
が
、
令
和
５
年
度

の
採
択
面
積
は
ど
の
く
ら
い

だ
っ
た
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

令
和
５
年
度
採
択
さ

れ
た
最
終
面
積
は
、
高
収
益
作

物
２
２
６
ア
ー
ル
、
そ
の
他
作

物
７
、
５
２
２
ア
ー
ル
、
合
計

７
、
７
４
８
ア
ー
ル
。
農
家
数

は
47
名
だ
っ
た
。

採
択
要
件
に
面
積
は
な
い

採
択
要
件
と
し
て
、

２
つ
以
上
の
畑
地
化

し
た
農
地
が
畦
畔
で
継
続
し
た

も
の
と
あ
る
が
、
極
め
て
小
さ

い
面
積
で
も
２
つ
に
な
る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

団
地
化
要
件
に
面
積

は
設
け
て
い
な
い
の
で
、
要
件

は
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

判
断
は
１
筆
ご
と

水
田
の
間
に
、
仮
に

10
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス

が
あ
っ
て
、
図
面
上
は
５
ア
ー

ル
と
５
ア
ー
ル
の
２
区
画
で
あ

れ
ば
畑
地
化
で
き
る
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

ケ

ー

ス

・

バ

イ

・

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　細
目
書
に
よ
る
１
筆
ご
と
に

判
断
し
て
い
く
。

現
場
を
見
て
判
断

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に

ハ
ウ
ス
が
あ
る
。

　１
筆
の
た
め
畑
地
化
で
き
な

い
と
、
ト
マ
ト
を
作
付
け
し
て

い
て
も
、
水
田
活
用
事
業
に
も

畑
地
化
に
も
属
さ
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
交
付
金
も
出
な
い

の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

事
業
を
受
け
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
満
た
さ
な
い
場
合

は
採
択
さ
れ
な
い
の
が
基
本
で

あ
る
。

　現
場
を
見
な
が
ら
、
個
々
の

判
断
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

５
年
以
降
の
交
付
金
は

畑
地
化
し
た
場
合
、

５
年
間
は
交
付
金
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　村
で
高
収
益
作
物
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
ト
マ
ト
、
イ
チ

ゴ
、
タ
マ
ネ
ギ
等
で
あ
っ
て

も
、
５
年
後
は
交
付
金
が
出
な

く
っ
て
し
ま
う
。

　５
年
後
以
降
も
援
助
は
必
要

で
は
な
い
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

畑
地
化
促
進
事
業
で

は
、
定
着
促
進
支
援
金
は
６
年

目
以
降
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

　本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
畑

作
物
の
転
作
か
ら
本
作
化
に
取

り
組
む
た
め
の
、
円
滑
な
移
行
を

促
す
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　支
援
期
間
の
う
ち
に
、
生
産

性
、
収
益
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　今
後
の
農
政
構
造
変
化
に
対

し
、
農
家
、
各
関
係
機
関
等
と

の
話
合
い
で
高
収
益
作
物
へ
の

考
え
方
も
整
理
さ
れ
て
い
く
と

考
え
る
。

あなたの声を村政に

川﨑憲二　11 １．令和６年度の畑地化促進事業は

乳井厳公12～13
１．小・中学校へのエアコン設置のスケジュールは
２．サイレン不具合の修理は
３．高校卒業生・新成人にスーツは

柿﨑裕二14～15
１．新庁舎前交差点に信号機と右折レーンを
２．電力耐震ブレーカーと上水道耐震化
３．暗証番号不要のマイナンバーカード

坂本　豊　16
１．健康保険証が廃止になると
２．中学校通りの信号機は
３．村長の政治姿勢

久慈省悟　17
１．消防団屯所の建替事業
２．瀬辺地天満宮ののり面進捗状況は

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

答弁する吉﨑教育長（左）　質問する坂本議員（右）

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

第１回定例会（３月７日）

令
和
６
年
度
の
畑
地
化
促
進
事
業
は

　（
村
）令
和
６
年
度
要
望
は
５
、７
８
２
ア
ー
ル

水田に囲まれているハ
ウスで要件を満たすと
ころには、行政側から
呼び掛けてもらいたい

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



川﨑憲二の一般質問
かわ さき けん じ

令
和
６
年
度
畑
地
化

促
進
事
業
の
要
望
は

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

（
高
田
一
憲
産
業
振

興
課
長
）
令
和
６
年

２
月
に
要
望
調
査
を
実
施
し

た
。
要
望
者
数
43
名
、
高
収
益

作
物
が
１
１
８
ア
ー
ル
、
そ
の

他
作
物
５
、
６
６
４
ア
ー
ル
、

合
計
で
５
、
７
８
２
ア
ー
ル

だ
っ
た
。

国

で

昨

年

度

か

ら

や
っ
て
い
る
畑
地
化

促
進
事
業
だ
が
、
令
和
５
年
度

の
採
択
面
積
は
ど
の
く
ら
い

だ
っ
た
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

令
和
５
年
度
採
択
さ

れ
た
最
終
面
積
は
、
高
収
益
作

物
２
２
６
ア
ー
ル
、
そ
の
他
作

物
７
、
５
２
２
ア
ー
ル
、
合
計

７
、
７
４
８
ア
ー
ル
。
農
家
数

は
47
名
だ
っ
た
。

採
択
要
件
に
面
積
は
な
い

採
択
要
件
と
し
て
、

２
つ
以
上
の
畑
地
化

し
た
農
地
が
畦
畔
で
継
続
し
た

も
の
と
あ
る
が
、
極
め
て
小
さ

い
面
積
で
も
２
つ
に
な
る
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

団
地
化
要
件
に
面
積

は
設
け
て
い
な
い
の
で
、
要
件

は
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

判
断
は
１
筆
ご
と

水
田
の
間
に
、
仮
に

10
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス

が
あ
っ
て
、
図
面
上
は
５
ア
ー

ル
と
５
ア
ー
ル
の
２
区
画
で
あ

れ
ば
畑
地
化
で
き
る
の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

ケ

ー

ス

・

バ

イ

・

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

　細
目
書
に
よ
る
１
筆
ご
と
に

判
断
し
て
い
く
。

現
場
を
見
て
判
断

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に

ハ
ウ
ス
が
あ
る
。

　１
筆
の
た
め
畑
地
化
で
き
な

い
と
、
ト
マ
ト
を
作
付
け
し
て

い
て
も
、
水
田
活
用
事
業
に
も

畑
地
化
に
も
属
さ
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
交
付
金
も
出
な
い

の
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

事
業
を
受
け
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
満
た
さ
な
い
場
合

は
採
択
さ
れ
な
い
の
が
基
本
で

あ
る
。

　現
場
を
見
な
が
ら
、
個
々
の

判
断
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

５
年
以
降
の
交
付
金
は

畑
地
化
し
た
場
合
、

５
年
間
は
交
付
金
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　村
で
高
収
益
作
物
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
ト
マ
ト
、
イ
チ

ゴ
、
タ
マ
ネ
ギ
等
で
あ
っ
て

も
、
５
年
後
は
交
付
金
が
出
な

く
っ
て
し
ま
う
。

　５
年
後
以
降
も
援
助
は
必
要

で
は
な
い
か
。

（
産
業
振
興
課
長
）

畑
地
化
促
進
事
業
で

は
、
定
着
促
進
支
援
金
は
６
年

目
以
降
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

　本
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
畑

作
物
の
転
作
か
ら
本
作
化
に
取

り
組
む
た
め
の
、
円
滑
な
移
行
を

促
す
支
援
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　支
援
期
間
の
う
ち
に
、
生
産

性
、
収
益
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　今
後
の
農
政
構
造
変
化
に
対

し
、
農
家
、
各
関
係
機
関
等
と

の
話
合
い
で
高
収
益
作
物
へ
の

考
え
方
も
整
理
さ
れ
て
い
く
と

考
え
る
。

あなたの声を村政に

川﨑憲二　11 １．令和６年度の畑地化促進事業は

乳井厳公12～13
１．小・中学校へのエアコン設置のスケジュールは
２．サイレン不具合の修理は
３．高校卒業生・新成人にスーツは

柿﨑裕二14～15
１．新庁舎前交差点に信号機と右折レーンを
２．電力耐震ブレーカーと上水道耐震化
３．暗証番号不要のマイナンバーカード

坂本　豊　16
１．健康保険証が廃止になると
２．中学校通りの信号機は
３．村長の政治姿勢

久慈省悟　17
１．消防団屯所の建替事業
２．瀬辺地天満宮ののり面進捗状況は

　一般質問は、議員の日常活動と調査・研究・住民の声や自身の

考え方をもとに、村長や教育長などに方針を問うものです。

　議員一人当たりの制限時間は90分で、質問の回数は１つの質問

につき、３回までです。

議事録は議会事務局や村のホームページで閲覧できます。

答弁する吉﨑教育長（左）　質問する坂本議員（右）

質問議員ページ 質　　問　　事　　項

第１回定例会（３月７日）

令
和
６
年
度
の
畑
地
化
促
進
事
業
は

　（
村
）令
和
６
年
度
要
望
は
５
、７
８
２
ア
ー
ル

水田に囲まれているハ
ウスで要件を満たすと
ころには、行政側から
呼び掛けてもらいたい

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



乳井厳公の一般質問
にゅう い つよ ただ

各
分
団
屯
所
の
サ
イ

レ
ン
が
、
不
具
合
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　不
具
合
は
何
か
所
で
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

（
稲
葉
正
明
総
務
課

長
）
不
具
合
は
、
第

２
分
団
と
第
４
分
団
の
２
か
所

で
、
経
年
劣
化
に
よ
り
、
サ
イ

レ
ン
が
鳴
ら
な
い
状
態
。

　設
備
工
事
は
発
注
済
み
で
、

工
期
は
令
和
６
年
３
月
22
日
ま

で
で
あ
る
。

ホ
ー
ス
が
干
せ
な
い

サ
イ
レ
ン
を
設
置
し

て

い

る

警

鐘

台

上

部
、
角
材
が
使
わ
れ
た
と
こ
ろ

の
損
傷
が
激
し
い
。

　ホ
ー
ス
等
を
干
す
ロ
ー
プ
が

切
れ
て
い
る
分
団
も
あ
る
。
修

理
は
い
つ
行
う
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ホ
ー

ス
を
干
す
ロ
ー
プ
や

滑
車
等
の
損
傷
を
調
査
し
、
早

め
に
対
応
し
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
、
子

育
て
対
策
の
支
援
と

し
て
、
村
か
ら
新
た
に
小
・
中

学
校
入
学
時
に
10
万
円
の
入
学

祝
い
金
が
決
ま
り
、
高
校
生
へ

の
入
学
祝
い
金
も
今
議
会
へ
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　村
に
は
、
蓬
田
紳
装
と
い
う

す
ば
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
会

社
が
あ
る
。

　高
校
卒
業
時
に
も
、
高
校
生

に
ス
ー
ツ
の
提
供
、
新
成
人
に

対
し
て
は
礼
服
を
提
供
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

（
吉
﨑
博
教
育
長
）

村
と
し
て
、
子
供
の

成
長
の
節
目
節
目
で
お
祝
い
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
考

え
る
。

　特
に
高
校
卒
業
し
た
後
、
大

学
に
進
学
し
て
も
、
社
会
人
に

な
る
に
し
て
も
、
ス
ー
ツ
は
絶

対
に
必
要
に
な
る
。
財
政
と
相

談
し
な
が
ら
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
エ
ア
コ

ン
設
置
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

（

森

昭

教

育

課

班

長
）
と
も
に
５
月
に

入
札
を
行
う
。
６
月
に
契
約

し
、
工
事
着
工
を
予
定
し
て

い
る
。

い
つ
か
ら
使
え
る
の
か

エ
ア
コ
ン
は
何
月
か

ら
使
用
で
き
る
の
か
。

（
教
育
課
班
長
）
工

事
の
監
理
業
務
委
託

業
者
、
工
事
実
施
業
者
と
作
業

工
程
を
決
定
す
る
。

　大
阪
万
博
の
工
事
や
能
登
半

島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
配
管

等
の
機
材
や
資
材
、
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
確
保
に
長
期
間
を
要
す
る

と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　遅
け
れ
ば
年
末
も
想
定
し
て

い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
設

置
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

夏
休
み
明
け
に
は

使
用
で
き
る
よ
う
に

村
長
の
施
政
方
針
演

説
で
、
猛
暑
対
応
の

予
算
を
計
上
し
た
と
言
っ
て

い
た
。

　最
低
で
も
夏
休
み
明
け
の
使

用
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

（
教
育
課
班
長
）
夏

休
み
明
け
に
は
間
に

合
う
よ
う
考
え
て
い
る
が
、
物

資
調
達
困
難
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。

　で
き
る
だ
け
早
く
や
っ
て
も

ら
う
よ
う
施
工
業
者
に
お
願
い

す
る
。

第１回定例会（３月７日）

腐食のためサイレンが鳴らない

教室、特別教室、職員室等に設置予定

ふるさと納税でも好評のオーダースーツ

サ
イ
レ
ン
不
具
合
の
修
理
は

　（
村
）設
備
工
事
は
発
注
済
み

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　（
村
）で
き
る
だ
け
早
く
設
置
で
き
る
よ
う
努
め
る

高
校
卒
業
生
・
新
成
人
に
ス
ー
ツ
は

　（
村
）前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

子供たち、保護者の
期待がある
早めのエアコン設置を

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



乳井厳公の一般質問
にゅう い つよ ただ

各
分
団
屯
所
の
サ
イ

レ
ン
が
、
不
具
合
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　不
具
合
は
何
か
所
で
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

（
稲
葉
正
明
総
務
課

長
）
不
具
合
は
、
第

２
分
団
と
第
４
分
団
の
２
か
所

で
、
経
年
劣
化
に
よ
り
、
サ
イ

レ
ン
が
鳴
ら
な
い
状
態
。

　設
備
工
事
は
発
注
済
み
で
、

工
期
は
令
和
６
年
３
月
22
日
ま

で
で
あ
る
。

ホ
ー
ス
が
干
せ
な
い

サ
イ
レ
ン
を
設
置
し

て

い

る

警

鐘

台

上

部
、
角
材
が
使
わ
れ
た
と
こ
ろ

の
損
傷
が
激
し
い
。

　ホ
ー
ス
等
を
干
す
ロ
ー
プ
が

切
れ
て
い
る
分
団
も
あ
る
。
修

理
は
い
つ
行
う
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ホ
ー

ス
を
干
す
ロ
ー
プ
や

滑
車
等
の
損
傷
を
調
査
し
、
早

め
に
対
応
し
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
、
子

育
て
対
策
の
支
援
と

し
て
、
村
か
ら
新
た
に
小
・
中

学
校
入
学
時
に
10
万
円
の
入
学

祝
い
金
が
決
ま
り
、
高
校
生
へ

の
入
学
祝
い
金
も
今
議
会
へ
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　村
に
は
、
蓬
田
紳
装
と
い
う

す
ば
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
会

社
が
あ
る
。

　高
校
卒
業
時
に
も
、
高
校
生

に
ス
ー
ツ
の
提
供
、
新
成
人
に

対
し
て
は
礼
服
を
提
供
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

（
吉
﨑
博
教
育
長
）

村
と
し
て
、
子
供
の

成
長
の
節
目
節
目
で
お
祝
い
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
考

え
る
。

　特
に
高
校
卒
業
し
た
後
、
大

学
に
進
学
し
て
も
、
社
会
人
に

な
る
に
し
て
も
、
ス
ー
ツ
は
絶

対
に
必
要
に
な
る
。
財
政
と
相

談
し
な
が
ら
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
エ
ア
コ

ン
設
置
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

（

森

昭

教

育

課

班

長
）
と
も
に
５
月
に

入
札
を
行
う
。
６
月
に
契
約

し
、
工
事
着
工
を
予
定
し
て

い
る
。

い
つ
か
ら
使
え
る
の
か

エ
ア
コ
ン
は
何
月
か

ら
使
用
で
き
る
の
か
。

（
教
育
課
班
長
）
工

事
の
監
理
業
務
委
託

業
者
、
工
事
実
施
業
者
と
作
業

工
程
を
決
定
す
る
。

　大
阪
万
博
の
工
事
や
能
登
半

島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
配
管

等
の
機
材
や
資
材
、
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
確
保
に
長
期
間
を
要
す
る

と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　遅
け
れ
ば
年
末
も
想
定
し
て

い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
設

置
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

夏
休
み
明
け
に
は

使
用
で
き
る
よ
う
に

村
長
の
施
政
方
針
演

説
で
、
猛
暑
対
応
の

予
算
を
計
上
し
た
と
言
っ
て

い
た
。

　最
低
で
も
夏
休
み
明
け
の
使

用
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

（
教
育
課
班
長
）
夏

休
み
明
け
に
は
間
に

合
う
よ
う
考
え
て
い
る
が
、
物

資
調
達
困
難
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。

　で
き
る
だ
け
早
く
や
っ
て
も

ら
う
よ
う
施
工
業
者
に
お
願
い

す
る
。

第１回定例会（３月７日）

腐食のためサイレンが鳴らない

教室、特別教室、職員室等に設置予定

ふるさと納税でも好評のオーダースーツ

サ
イ
レ
ン
不
具
合
の
修
理
は

　（
村
）設
備
工
事
は
発
注
済
み

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　（
村
）で
き
る
だ
け
早
く
設
置
で
き
る
よ
う
努
め
る

高
校
卒
業
生
・
新
成
人
に
ス
ー
ツ
は

　（
村
）前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

子供たち、保護者の
期待がある
早めのエアコン設置を

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



柿﨑裕二の一般質問
かき ざき ゆう じ

先
日
の
能
登
半
島
大

災
害
で
は
、
上
水
道

の
崩
壊
と
復
旧
の
遅
れ
、
家
屋

倒
壊
に
伴
う
朝
市
市
場
の
大
火

災
が
あ
り
、
対
策
整
備
が
必
要

不
可
欠
だ
と
感
じ
た
。

　
特
に
東
北
で
は
、
ス
ト
ー
ブ

の
電
源
が
い
つ
も
入
っ
て
い

る
。
大
震
災
に
限
ら
ず
、
震
度

５
の
地
震
で
も
ス
ト
ー
ブ
が
転

ぶ
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　
ぜ
ひ
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
と
、
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。

（
総
務
課
長
）
大
震

災
に
お
い
て
、
震
度

５
以
上
の
地
震
を
検
知
し
て
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
自
動
的
に
落
と

す
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
非
常

に
有
効
な
防
災
対
策
で
あ
る
。

国
等
の
補
助
事
業
が
な
い
か
調

査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

上
水
道
は
、
耐
震
ジ
ョ

イ
ン
ト
が
本
管
の
ほ

う
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
震
度

が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
遊
び
が
あ

る
た
め
に
本
管
が
破
裂
し
な
い

と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
。
我

が
村
の
上
水
道
の
耐
震
設
備
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（

髙

田

徹

建

設

課

長
）
能
登
半
島
地
震

で
の
断
水
は
、
浄
水
場
の
損
傷

が
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
村
の

浄
水
場
は
Ｒ
Ｃ
造
で
、
耐
震
基

準
か
ら
み
て
も
震
度
７
で
も
倒

壊
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
水
道
管
路
は
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
を
使
用
し
て
お
り
、
比

較
的
耐
震
性
は
あ
る
。

　
供
用
期
間
中
発
生
確
率
の
高

い
地
震
に
対
し
て
、
健
全
な
機

能
は
損
な
わ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

以
前
か
ら
も
何
度
も

新
庁
舎
出
入
口
へ
の

信
号
機
を
求
め
て
き
た
。
同
じ

質
問
に
、
村
長
は
も
う
少
し
詳

し
く
確
定
し
た
ら
明
確
に
な
る

の
で
は
と
答
弁
し
た
。

　
本
格
的
な
工
事
が
５
月
か
ら

入
る
の
で
、
計
画
は
か
な
り
で

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
信
号
機
、
右
折
レ
ー
ン
設
置

要
望
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

ど
の
辺
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

聞
き
た
い
。（

総
務
課
長
）
県
警

察
本
部
交
通
部
、
東

青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
現
状
の
交
通
量
だ

と
設
置
条
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
必
要
性
に
欠
け
る
と
判
断

さ
れ
る
。

　
開
庁
し
て
か
ら
交
通
量
調
査

を
依
頼
し
、
再
度
要
望
す
る
こ

と
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
が

な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
。

　
代
わ
り
に
暗
証
番
号
不
要
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
可

能
と
し
て
い
る
が
住
民
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
も
っ
と
丁
寧
な
徹
底
周
知

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
暗
証
番
号
不
要
カ
ー

ド
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

（
佐
藤
一
仁
住
民
課

長
）
現
在
、
回
覧
、

窓
口
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送
付

な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

今
年
の
国
保
保
険
証
更
新
の
時

に
、
希
望
者
に
切
り
替
え
の
入

力
作
業
等
を
勧
め
る
。
来
庁
で

き
な
い
人
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら

出
向
き
、
対
応
し
た
い
。

現
在
交
付
済
み
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
が

暗
証
番
号
と
顔
認
証
の
２
段
階

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
暗
証
番
号
不
要
カ
ー
ド
は
、

顔
認
証
と
目
視
確
認
に
よ
る

カ
ー
ド
で
あ
る
。

　
切
り
替
え
に
は
手
続
き
が
必

要
で
、
役
場
等
で
可
能
で
あ

る
。
手
数
料
は
無
料
。

　
保
険
証
と
し
て
使
う
に
は
、

医
療
機
関
等
の
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
本
人
確
認
す
る
。

　
暗
証
番
号
不
要
カ
ー
ド
で

は
、
確
定
申
告
や
転
出
届
が
で

き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

暗
証
番
号
不
要
カ
ー

ド
の
新
規
申
請
は
で

き
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）
暗
証

番
号
不
要
カ
ー
ド
だ

け
の
新
規
発
行
は
で
き
な
い
。

　
発
行
済
み
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
暗
証
番
号
不
要
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
る
。

電
力
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と

上
水
道
耐
震
化

　（
村
）水
道
管
路
に
耐
震
性
が
あ
る

新
庁
舎
前
交
差
点
に

信
号
機
と
右
折
レ
ー
ン
を

　（
村
）現
在
の
交
通
量
で
は
難
し
い

第１回定例会（３月７日）

新庁舎向かい側は子供のいる世帯が村内で一番多い地区

暗
証
番
号
不
要
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　（
村
）役
場
で
切
り
替
え
、
手
数
料
無
料

マイナンバー
カード
もっと住民に
丁寧な説明を

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

 議会だより 議会だより 



柿﨑裕二の一般質問
かき ざき ゆう じ

先
日
の
能
登
半
島
大

災
害
で
は
、
上
水
道

の
崩
壊
と
復
旧
の
遅
れ
、
家
屋

倒
壊
に
伴
う
朝
市
市
場
の
大
火

災
が
あ
り
、
対
策
整
備
が
必
要

不
可
欠
だ
と
感
じ
た
。

　
特
に
東
北
で
は
、
ス
ト
ー
ブ

の
電
源
が
い
つ
も
入
っ
て
い

る
。
大
震
災
に
限
ら
ず
、
震
度

５
の
地
震
で
も
ス
ト
ー
ブ
が
転

ぶ
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　
ぜ
ひ
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
と
、
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。

（
総
務
課
長
）
大
震

災
に
お
い
て
、
震
度

５
以
上
の
地
震
を
検
知
し
て
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
自
動
的
に
落
と

す
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
非
常

に
有
効
な
防
災
対
策
で
あ
る
。

国
等
の
補
助
事
業
が
な
い
か
調

査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

上
水
道
は
、
耐
震
ジ
ョ

イ
ン
ト
が
本
管
の
ほ

う
に
あ
り
、
あ
る
程
度
の
震
度

が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
遊
び
が
あ

る
た
め
に
本
管
が
破
裂
し
な
い

と
い
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
。
我

が
村
の
上
水
道
の
耐
震
設
備
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（

髙

田

徹

建

設

課

長
）
能
登
半
島
地
震

で
の
断
水
は
、
浄
水
場
の
損
傷

が
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
村
の

浄
水
場
は
Ｒ
Ｃ
造
で
、
耐
震
基

準
か
ら
み
て
も
震
度
７
で
も
倒

壊
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
水
道
管
路
は
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
を
使
用
し
て
お
り
、
比

較
的
耐
震
性
は
あ
る
。

　
供
用
期
間
中
発
生
確
率
の
高

い
地
震
に
対
し
て
、
健
全
な
機

能
は
損
な
わ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

以
前
か
ら
も
何
度
も

新
庁
舎
出
入
口
へ
の

信
号
機
を
求
め
て
き
た
。
同
じ

質
問
に
、
村
長
は
も
う
少
し
詳

し
く
確
定
し
た
ら
明
確
に
な
る

の
で
は
と
答
弁
し
た
。

　
本
格
的
な
工
事
が
５
月
か
ら

入
る
の
で
、
計
画
は
か
な
り
で

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
信
号
機
、
右
折
レ
ー
ン
設
置

要
望
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

ど
の
辺
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

聞
き
た
い
。（

総
務
課
長
）
県
警

察
本
部
交
通
部
、
東

青
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
現
状
の
交
通
量
だ

と
設
置
条
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
必
要
性
に
欠
け
る
と
判
断

さ
れ
る
。

　
開
庁
し
て
か
ら
交
通
量
調
査

を
依
頼
し
、
再
度
要
望
す
る
こ

と
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
が

な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
。

　
代
わ
り
に
暗
証
番
号
不
要
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
可

能
と
し
て
い
る
が
住
民
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
も
っ
と
丁
寧
な
徹
底
周
知

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
暗
証
番
号
不
要
カ
ー

ド
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

（
佐
藤
一
仁
住
民
課

長
）
現
在
、
回
覧
、

窓
口
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
送
付

な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

今
年
の
国
保
保
険
証
更
新
の
時

に
、
希
望
者
に
切
り
替
え
の
入

力
作
業
等
を
勧
め
る
。
来
庁
で

き
な
い
人
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら

出
向
き
、
対
応
し
た
い
。

現
在
交
付
済
み
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
が

暗
証
番
号
と
顔
認
証
の
２
段
階

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
暗
証
番
号
不
要
カ
ー
ド
は
、

顔
認
証
と
目
視
確
認
に
よ
る

カ
ー
ド
で
あ
る
。

　
切
り
替
え
に
は
手
続
き
が
必

要
で
、
役
場
等
で
可
能
で
あ

る
。
手
数
料
は
無
料
。

　
保
険
証
と
し
て
使
う
に
は
、

医
療
機
関
等
の
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
で
本
人
確
認
す
る
。

　
暗
証
番
号
不
要
カ
ー
ド
で

は
、
確
定
申
告
や
転
出
届
が
で

き
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

暗
証
番
号
不
要
カ
ー

ド
の
新
規
申
請
は
で

き
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）
暗
証

番
号
不
要
カ
ー
ド
だ

け
の
新
規
発
行
は
で
き
な
い
。

　
発
行
済
み
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
暗
証
番
号
不
要
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
切
り
替
え

る
こ
と
に
な
る
。

電
力
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と

上
水
道
耐
震
化

　（
村
）水
道
管
路
に
耐
震
性
が
あ
る

新
庁
舎
前
交
差
点
に

信
号
機
と
右
折
レ
ー
ン
を

　（
村
）現
在
の
交
通
量
で
は
難
し
い

第１回定例会（３月７日）

新庁舎向かい側は子供のいる世帯が村内で一番多い地区

暗
証
番
号
不
要
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　（
村
）役
場
で
切
り
替
え
、
手
数
料
無
料

マイナンバー
カード
もっと住民に
丁寧な説明を

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問
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般
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坂本 豊の一般質問
ゆたかさか もと

久慈省悟の一般質問
く じ しょう ご

２
０
２
４
年
12
月
か

ら
、
現
在
の
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

（
住
民
課
長
）
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
被

保
険
者
資
格
確
認
証
が
発
行
さ

れ
る
。

申
請
し
な
く
て
も
よ
い

資
格
確
認
証
は
、
申

請
を
し
な
く
て
も
自

動
的
に
発
行
さ
れ
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）
申
請

し
な
く
て
も
、
村
か

ら
郵
送
さ
れ
る
。

有
効
期
間
は
５
年

資
格
確
認
証
の
有
効

期
間
は
、
５
年
間
で

よ
い
か
。

（
住
民
課
長
）
そ
の

と
お
り
。

使
用
率
は
い
く
ら
か

マ

イ

ナ

保

険

証

を

持
っ
て
い
る
方
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る

方
は
何
人
で
、
使
用
率
は
い
く

ら
か
。

（
住
民
課
長
）
村
の

国
保
の
場
合
、
登
録

者
４
３
３
名
、
そ
の
う
ち
使
用

者
41
名
。
利
用
率
は
36
・
９
％

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
率
は

村
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

を
申
請
し
て
い
る
方

は
何
人
で
、
率
は
い
く
ら
か
。

（
住
民
課
長
）
お
よ

そ
２
、
２
０
０
人
が
取

得
。
率
は
約
86
％
で
あ
る
。

中
学
校
通
り
の
信
号
機
は

信
号
機
は
感
応
式
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、

感
応
式
に
変
え
る
よ
う
に
警
察

署
に
要
請
で
き
な
い
か
。

（
住
民
課
長
）
外
ヶ

浜
警
察
署
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
冬
場
雪
の
影
響
で

反
応
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
定

周
期
式
に
し
て
い
た
。

　積
雪
等
の
状
況
を
見
て
感
応

式
に
戻
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

村
長
の
政
治
姿
勢

政
治
パ
ー
テ
ィ
出
席
は

国

会

議

員

の

政

治

パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席

し
て
い
る
の
か
。

（
久
慈
修
一
村
長
）

案
内
が
あ
っ
た
国
会

議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
出

席
を
し
て
い
る
。

　裏
金
問
題
と
な
っ
て
い
る
派

閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー
等
に
は
参
加

し
て
な
い
。

個
人
的
意
見
を

交
換
す
る
場
は
な
い

国

会

議

員

に

対

し

て
、
地
方
の
寂
れ
た

状
況
を
変
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
必
要
だ
。

　国
会
議
員
に
意
見
を
述
べ
て

ほ
し
い
。

（
村
長
）
公
務
と
し

て
県
選
出
国
会
議
員

と
話
す
こ
と
は
あ
る
が
、
個
人

の
主
張
を
す
る
場
で
は
な
い
。

少
子
高
齢
化
の
原
因

は
何
か
。

（
村
長
）
衣
食
住
、

経
済
的
ゆ
と
り
、
子

供
を
育
て
る
環
境
、
配
偶
者
の

育
児
参
加
な
ど
が
充
実
し
、
将

来
的
な
負
担
が
少
な
く
な
る
こ

と
だ
と
考
え
る
。

食
糧
自
給
率
に
つ
い
て

食
料
自
給
率
と
、
日

本
が
農
地
を
休
耕
さ

せ
な
ら
が
ら
米
を
輸
入
す
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
村
長
）
自
給
率
を

守
り
、
高
め
て
い
く

こ
と
で
自
分
た
ち
の
生
活
に
も

収
入
と
し
て
跳
ね
返
る
。

　激
し
い
食
糧
難
か
ら
食
料
を

支
え
る
の
に
、
日
本
の
米
は
重

要
だ
が
、
国
際
貿
易
で
は
受
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
。

８
分
団
、
６
分
団
は

新
し
い
屯
所
を
使
用

し
て
い
る
。

　し
か
し
、
設
計
の
段
階
で
テ

レ
ビ
等
の
ア
ン
テ
ナ
や
コ
ー
ド

の
設
置
が
入
っ
て
い
な
い
た

め
、
壁
に
穴
を
空
け
て
コ
ー
ド

を
引
い
て
い
る
。

　建
替
の
設
計
に
含
め
て
ほ

し
い
。

（
総
務
課
長
）
第
６

分
団
と
第
８
分
団
の

新
し
い
消
防
団
屯
所
に
は
、
テ

レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
の
配
線
は
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
外
部
に

ア
ン
テ
ナ
が
な
い
た
め
、
室
内

ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
視
聴
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　消
防
団
幹
部
会
議
に
て
協
議

し
、
検
討
し
た
い
。

瀬
辺
地
天
満
宮
の
の

り

面

３

３

６―

１

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

（
建
設
課
長
）
令
和

５
年
度
中
に
現
地
踏

査
を
実
施
し
、
地
表
面
の
地
滑

り
を
確
認
し
て
い
る
。

　令
和
６
年
度
中
に
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
す
る
予
定
。
調
査

結
果
を
も
っ
て
、
今
後
工
法
等

が
決
定
し
て
い
く
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

今
年
の
石
川
県
の
地

震
に
お
い
て
津
波
が

発
生
し
た
。
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
災
害
が
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
課
長
）
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
後
工
法

が
決
ま
り
、
工
期
も
見
え
て
く

る
の
で
、
細
か
く
詰
め
て
い
き

た
い
。

第１回定例会（３月７日）

健
康
保
険
証
が
廃
止
に

な
る
と

　（
村
）被
保
険
者
資
格
確
認
証
を
発
行

第１回定例会（３月７日）

令和６年度建替え予定の第５分団屯所

消
防
団
屯
所
の
建
替
事
業

　（
村
）配
線
は
さ
れ
て
い
る

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り
面
進
捗
状
況
は

　（
村
）ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
後
、
決
定
す
る

マイナ保険証の
強行で混乱が起
きるのでは

室内アンテナは
画像が乱れる
設備の整った
屯所にしてほしい

定
　
例
　
会

定
　
例
　
会

予
算
特
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委
員
会

予
算
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委
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般
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坂本 豊の一般質問
ゆたかさか もと

久慈省悟の一般質問
く じ しょう ご

２
０
２
４
年
12
月
か

ら
、
現
在
の
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

（
住
民
課
長
）
持
っ

て
い
な
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は
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保
険
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資
格
確
認
証
が
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さ

れ
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。

申
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な
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よ
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格
確
認
証
は
、
申
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れ
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住
民
課
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申
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資
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５
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。
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険
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マ

イ
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し
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る
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率
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。
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３
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９
％

で
あ
る
。
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０
０
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が
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会
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に
は
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出
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参
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寂
れ
た

状
況
を
変
え
て
い
く
と
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必
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だ
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は
あ
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が
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個
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張
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場
で
は
な
い
。

少
子
高
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何
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、

経
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的
ゆ
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、
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、
配
偶
者
の
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参
加
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充
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来
的
な
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で
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を
得
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分
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、
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分
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は

新
し
い
屯
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を
使
用
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て
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る
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し
、
設
計
の
段
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で
テ

レ
ビ
等
の
ア
ン
テ
ナ
や
コ
ー
ド

の
設
置
が
入
っ
て
い
な
い
た

め
、
壁
に
穴
を
空
け
て
コ
ー
ド

を
引
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て
い
る
。

　建
替
の
設
計
に
含
め
て
ほ

し
い
。
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総
務
課
長
）
第
６

分
団
と
第
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分
団
の

新
し
い
消
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団
屯
所
に
は
、
テ

レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
の
配
線
は
さ

れ
て
い
る
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し
、
外
部
に

ア
ン
テ
ナ
が
な
い
た
め
、
室
内

ア
ン
テ
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を
設
置
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て
視
聴
し

て
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る
と
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い
る
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団
幹
部
会
議
に
て
協
議

し
、
検
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し
た
い
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地
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満
宮
の
の
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の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

（
建
設
課
長
）
令
和

５
年
度
中
に
現
地
踏

査
を
実
施
し
、
地
表
面
の
地
滑

り
を
確
認
し
て
い
る
。

　令
和
６
年
度
中
に
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
す
る
予
定
。
調
査

結
果
を
も
っ
て
、
今
後
工
法
等

が
決
定
し
て
い
く
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

今
年
の
石
川
県
の
地

震
に
お
い
て
津
波
が

発
生
し
た
。
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
災
害
が
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

（
建
設
課
長
）
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
後
工
法

が
決
ま
り
、
工
期
も
見
え
て
く

る
の
で
、
細
か
く
詰
め
て
い
き

た
い
。

第１回定例会（３月７日）

健
康
保
険
証
が
廃
止
に

な
る
と

　（
村
）被
保
険
者
資
格
確
認
証
を
発
行

第１回定例会（３月７日）

令和６年度建替え予定の第５分団屯所

消
防
団
屯
所
の
建
替
事
業

　（
村
）配
線
は
さ
れ
て
い
る

瀬
辺
地
天
満
宮
の
り
面
進
捗
状
況
は

　（
村
）ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
後
、
決
定
す
る

マイナ保険証の
強行で混乱が起
きるのでは

室内アンテナは
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目　次春の廃品回収　４月14日
　集められた紙類は、優に10トンを超える。

暖かい日差しの中で、分別作業にさわやかな汗を

流した。

■ 過去最大規模６年度予算・・・・・・・P 2

■ 全会計予算を審議・・・・・・・・・・P 4

■ 予算特別委員会・・・・・・・・・・・P 6

■ 主な条例改正と補正予算・・・・・・・P 8

■ 一目でわかる審議結果・・・・・・・・P 9

■ ５議員が一般質問（あなたの声を村政に）・・P10

■ 議員勉強会・・・・・・・・・・・・・P18

傍聴しませんか
次定例会

６月５～７日開催予定

編

　集

　後

　記

　
暖
冬
・
少
雪
と
言
わ
れ
春
が

早
い
と
思
い
き
や
、
気
温
の
低

い
日
が
続
き
足
踏
み
。

　
今
年
の
天
気
は
ど
う
か
と
思

い
、
高
島
暦
を
確
認
。

　
令
和
六
年
は
天
の
水
八
合
・

地
の
水
四
合
と
、
干
支
を
見

る
と
雨
が
多
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
水

不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
雨
が

降
り
水
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
今
年
は
金
多
兵
乱
の
年
。
ゼ

ロ
金
利
解
除
、
株
価
高
値
更

新
、
物
価
高
騰
に
加
え
地
震
頻

発
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
今

年
一
年
い
い
年
に
な
る
と
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
か
わ
け
ん
）

皆さんの声を

お聞かせください

委 員 長：坂本　豊

副委員長：川﨑憲二

委　　員：吉田　勉

委　　員：乳井厳公

電話　0174－27－2111

　　　（内線900，901）

　村民の皆さんに伝わ

る広報作りを目指し、

ご意見、ご要望をお待

ちしております。

青森県　田村議会

広報編集委員会

― お詫びと訂正 ―
　前号よもぎた議会だより
216号３ページで誤りがあ
りましたので、お詫びして
訂正いたします。
正　柿﨑芳四郎（広瀬）
誤　柿﨑芳史郎（瀬辺地）

●３月21日（木）
●議員控室

■出席　議長以下議員全員
　ペーパーレス化とタブレットの操作に
ついて説明を受けました。

●４月19日（金）
●議事堂

■出席　議長以下議員全員
　様々な先進事例を聞き、企業誘致の方
向性について活発に意見交換しました。

■久慈　省悟　議員
　村議会議員として
15年以上在籍し、全
国町村議会議長会か
ら表彰されました。

自治功労者表彰

勉強会①ペーパーレス議会へ向けた研修会

勉強会②企業との意見交換会


